
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 茨 城 県 】 

学校名【 鹿嶋市立鉢形小学校 】 

１ 実践テーマ Ⅴ   

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
茨城県鹿嶋市立鉢形小学校 

第６学年 対象人数 ４４名  

（当初４～６年参加の予定だったが、 新型コロナウイルス感染拡大防止

対策のため、６年生のみの参加とした。） 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（  学級活動、体育 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

○ スポーツに関する興味・関心を高め、スポーツを楽しむ心とともに、 

スポーツに関わることのできる心情を育成する。 

○  オリンピックの素晴らしさや意義等への理解を深めるとともに、オリ

ンピック開催地の一員としてオリンピック・パラリンピックの興味・関

心を高める。 

５ 取組内容 １ 外部講師によるオンライン授業 

【事業名】 

「中田 浩二さんによるオンライン授業」 

講師：中田 浩二さん（鹿島アントラーズC.R.O、 サッカー元日本代表） 

・日時 令和３年 12 月23 日（水）13:10～13:55〈５校時〉 

・場所 鉢形小学校 PC 室 

 

【内容等】 

（１）事前指導 

①  オリンピック・パラリンピックに関するアンケート 

②  講師の中田浩二さんについて事前の紹介（紹介ポスターの掲示等） 

③  オンライン授業実行委員の話合い活動 

④  中田浩二さんへの質問の事前調査 

 

（２）オンライン授業の講話内容 

①  小中学校時代の練習に取り組む意識の変化とレベルアップ 

② 「自分で考えてやる」高校時代 

③  J リーグの集中できる環境（強いチーム）とよき先輩とライバル  

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



④  常に目標をもち、考え、チャレンジした鹿島アントラーズ時代 

⑤  更なるチャレンジ！海外クラブチームへ 

（言葉の壁の克服・コミュニケーションの大切さ）  

⑥  鹿嶋へ戻る（チームのために）、 引退⇒次のキャリアへの挑戦 

（メディア、地域貢献、 勉強、大学院など ） 

⑦  オリンピック ｉｎ Ｋashima 

・一生に１度あるかないかの貴重な機会。みんなに関わってほしい。 

・いろいろな国の人に積極的に話しかけてほしい。 

・オリンピックでしかできない経験がある。 

・自分が何をしたいか考えるきっかけに。  

⑧  何事もやってみる。 

 ・身体を動かす、運動する⇒まずは楽しむ、やってみる。 

 ・疲れる、おなかがすく⇒成長につながる。 

 ・いろいろなことにチャレンジしてほしい。 

 

（３） 事後指導 

・オリンピック・パラリンピックに関するアンケート 

 

２ オンライン授業を踏まえた FM かしま「オリンピックが鹿嶋にやって 

くる」の収録（６年代表児童）、放送の聴取（全校児童） 

①  今日の授業の感想  

②  将来の夢 

③  鹿嶋市でオリンピックが開催されることをどう思うかなど。 

 

６ 主な成果 

 

１ スポーツや運動すること、オリンピックやパラリンピックに対する興

味・関心の向上が図れ、自分の目標と合わせて考える機会となった。 

・子供の頃からの話やＪリーグやオリンピック日本代表として活躍してい 

た頃の心構えや実践などの体験談、日本や鹿嶋市でオリンピックが開催

されるチャンスをどう生かすかなどの話をうかがい、自分のこれからの

生活の仕方や目標を明確にすることができた。 

・鹿嶋市で開催されるオリンピック・パラリンピックをより身近に感じ自

分がどう関わることができるかを具体的にイメージすることができた。 

 

【児童の感想】                          

○鹿嶋市でのオリンピックは一生に１度のことだから、いろいろな人に話 

しかけたり、手助けをしたりしたい。 

○ 子供の頃から「自分で考えて、目標に向かって努力してきた。」という

話を聞いて、工夫することや努力することが大切だと分かった。 

○ J リーグやオリンピックなどで活躍した中田選手の話を聞くことができ

て、自分も目標に向かって頑張っていこうと思った。 

○ 僕も、中田選手のように「自分で考えて」意欲的にサッカーや勉強をし

て、日本代表になれるようがんばりたい。 

○ 鹿嶋でオリンピックをやるときに、日本や世界のいろいろな人達をおも

てなしできるように、頑張りたいと思った。 

○ 自分の目標に向かって今できることに真剣にチャレンジしていきたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ FM かしま「オリンピックが 

鹿嶋にやってくる」の収録、 

放送を全校児童で聴取するこ 

とで、自分の考えをより明確 

にでき、６年生の学びを全校 

児童に広げることができた。 

 

 

 

３ 事後の体育の授業（サッカー）や体育的行事（校内縄跳び大会）など

への意欲の向上を図ることができた。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

７ 実践において

工夫した点 

 （事業の特色） 

・事前に中田選手のプロフィールを紹介し、児童の興味・関心を高めて授

業に臨むようにした。 

・今回は、双方向オンラインでの実施となったが、ICT 機器の接続等のリ

ハーサルを鹿嶋市教育委員会の担当の方々が一緒にしてくださって、通信

のトラブルなくスムーズに授業ができた。 

・授業後にサッカーや縄跳び大会に取り組んだことで、目標に向けて努力 

 することの大切さを体感することができた。 

８ 主な課題等 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３密を避けるには、一度に授 

 業を受けられる人数に限りがある。 

・当初、講師の先生にご来校いただき、実技体験も一緒にする予定であっ  

 が、オンライン授業への変更となり、体験型の学習が実施できなかった。 

９ 来年度以降の

実施予定 

・５学年の総合的な学習の時間の「高齢者や障害のある人への理解」を中

心に福祉や豊かな心の醸成と関連付けて、ブラインドサッカーやボッチャ

などの障害者スポーツや障害者福祉などについての理解を深めていきた

い。 

 


